
持
続
可
能
な
林
業
を
実
現
す
る
O
S
U
M
I
モ
デ
ル
の
構
築
及
び

再
造
林
が
保
証
さ
れ
た
国
産
立
木
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
供
給
方
式
の
実
証

―O
SU

M
I(O

osum
i SU

stainable forest M
anagem

ent Initiative)

モ
デ
ル
―

は
じ
め
に

　
鹿
児
島
県
大
隅
地
域
は
、
鹿
児
島
県
内
の
素
材

生
産
量
の
4
割
を
占
め
る 

50 

万
㎥
を
生
産
す
る

大
木
材
供
給
地
で
す
。
ま
た
、
大
型
製
材
工
場
の

本
格
稼
働
、
C
L
T
や
国
産
材
2
×
4
工
法
部
材

の
生
産
、
志
布
志
港
か
ら
の
木
材
輸
出
な
ど
の
旺

盛
な
木
材
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
安
定
的
な
供

給
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
大
隅
地
域
の
６
つ
の
事
業
体

（
株
式
会
社
岡
本
産
業
、
上
野
物
産
株
式
会
社
、

駿
河
木
材
有
限
会
社
、
山
生
産
業
株
式
会
社
、
大

隅
森
林
組
合
、
山
佐
木
材
株
式
会
社
）
と
鹿
児
島

大
学
を
支
援
機
関
と
し
て
、
大
隅
地
域
で
持
続
可

能
な
林
業
を
実
現
す
る
た
め
の
先
進
林
業
モ
デ
ル

（
O
S
U
M
I
モ
デ
ル
）
の
構
築
を
目
指
し
ま
し

た
。
O
S
U
M
I
モ
デ
ル
で
の
持
続
可
能
な
林
業

と
は
、
主
伐
後
の
確
実
な
再
造
林
に
よ
る
森
林
資

源
の
保
続
、
次
世
代
の
林
業
経
営
や
従
事
者
の
た

め
の
安
全
な
林
業
の
実
現
に
向
け
て
、
機
械
伐
倒

主
体
の
素
材
生
産
シ
ス
テ
ム
や
低
密
度
植
栽
等
の

導
入
、
ウ
ェ
ブ
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
稼
げ

る
林
業
と
す
る
こ
と
で
す
。

実
証
成
果

機
械
伐
倒
主
体
の
素
材
生
産
シ
ス
テ
ム

　
本
事
業
で
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
倒
を
行
わ
な

い
素
材
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
し

た
。
林
業
労
働
災
害
の
大
半
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

に
よ
る
伐
倒
時
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
実
証

で
は
、
フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
ー
ザ
ウ
ル
ス
（
参
加

事
業
体
所
有
）
に
よ
る
森
林
作
業
道
の
作
設
と
ロ

ン
グ
リ
ー
チ
ハ
ー
ベ
ス
タ
（
日
立
建
機
日
本
製

F
L
1
3
5
U
S
L
‒
6
+
ハ
ー
ベ
ス
タ
ヘ
ッ
ド

H
4
1
2
）
あ
る
い
は
ロ
ン
グ
リ
ー
チ
グ
ラ
ッ
プ

ル
ソ
ー（
F
o
r
e
s
t
製
M
12
）に
よ
る
伐
倒
・

木
寄
せ
・
椪
積
み
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

従
来
で
あ
れ
ば
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
先
行
伐
倒

を
行
う
事
業
地
に
お
い
て
、
面
積
割
合
で
78
・

6
%
を
機
械
伐
倒
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
、

災
害
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
木

寄
せ
・
椪
積
み
で
は
ヘ
ッ
ド
の
到
達
距
離
を
長
く

す
る
こ
と
で
、
機
械
の
移
動
が
少
な
く
な
り
、
作

林
野
庁
で
は
、
令
和
4
年
度
予
算

で「
新
し
い
林
業
」に
向
け
た
林
業

経
営
育
成
対
策
と
し
て
、
経
営
モ

デ
ル
実
証
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
月
号
で
は
、
鹿
児
島
県
の

取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

業
を
早
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

ロ
ン
グ
リ
ー
チ
グ
ラ
ッ
プ
ル
を
地
拵
え
に
も
使
用

す
る
こ
と
で
、
機
械
移
動
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
作
業
効
率
が
上
昇
し
ま
し
た
。
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ウ
ェ
ブ
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
木
材
需
給
体
制
の
構
築
に

向
け
て
ウ
ェ
ブ
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、
木
材
加
工
業
者
が
必
要
と
す
る
素
材
の
規
格

や
サ
イ
ズ
数
量
、
価
格
等
の
発
注
情
報
「
需
要
者

入
力
マ
ト
リ
ク
ス
」
を
提
示
し
、
素
材
生
産
側
は

発
注
情
報
に
基
づ
い
て
生
産
す
る
仕
組
み
を
協
議

し
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
運
用
ま
で
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
コ
ス
ト

の
削
減
に
つ
い
て
参
加
団
体
に
お
い
て
共
通
の
認

識
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

機
械
下
刈
り
に
向
け
た
低
密
度
再
造
林

　
林
野
庁
の
「
低
密
度
植
栽
技
術
導
入
の
た
め

の
事
例
集
（
2
0
2
2
年
３
月
改
訂
）」
で
は
、

2
5
0
0
本
植
栽
に
比
べ
て
1
6
0
0
本
で

の
下
刈
り
は
作
業
時
間
が
6
%
削
減
さ
れ
る

事
例
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
事
業
で
は
ス
ギ
を

1
ha
1
5
0
0
本
の
低
密
度
植
栽
と
し
、
植
栽

コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

2
・
5
m
等
間
隔
植
え
の
場
合
1
6
0
0
本
植

栽
と
な
る
と
こ
ろ
を
、
1
・
9
m
×
3
・
5
m
と

下
刈
り
機
械
の
導
入
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
植
栽

幅
と
し
て
お
り
、
今
後
の
下
刈
り
コ
ス
ト
の
低
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組

　
こ
れ
ま
で
の
事
業
で
、
参
加
事
業
体
が
連
携
し

て
地
域
材
を
安
定
的
に
生
産
す
る
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
木
材
加
工
業
者

の
需
要
と
素
材
生
産
側
で
の
供
給
に
お
け
る
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
や
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
課
題

に
つ
い
て
、
認
識
を
共
有
で
き
て
き
て
い
る
た

め
、
木
材
加
工
業
者
の
需
要
を
素
材
生
産
側
へ
ダ

イ
レ
ク
ト
に
要
求
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
の
体

制
へ
の
展
開
を
見
据
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
持
続
可
能
な
木
材
生
産
を
実
現
す

る
協
働
体
制
で
再
造
林
を
担
保
す
る
木
材
生
産
シ

ス
テ
ム
へ
の
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

機
械
伐
倒
に
よ
る
素
材
生
産
に
お
い
て
は
作
業
道

作
設
に
よ
る
崩
壊
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
安
全
な
環

境
で
生
産
で
き
る
た
め
の
基
準
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
安
全
性
を
担
保
し
た
持
続
可
能
な
木
材

生
産
に
向
け
て
、
引
き
続
き
協
議
を
進
め
る
予
定

で
す
。
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